







































































































































































1．い つの こ と だか
2，は るの こ と です
3．な つの こ と でナ
4．あ きの こ と でナ おもいだして ?」 らん
5，ふ ゆの こ と です
6，ふ ゆの こ と でナ
7，い ちね ん じゆ うを
剛
以上のように歌詞の意味や音楽の流れを考えて伴奏形を付けないと、曲
の意図する音楽から離れてしまうので注意すること。
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移調と伴奏法
歌詞の流れから伴奏を作る
歌詞にも当然流れや切れ目があり、最初から最後まで同じ伴奏の形を取
ることはない。
てをたたきましょうを例に伴奏をつけてみる。
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最初の2段は1番～3番まで歌詞が同じで歌詞の感じから言って四分音
符の刻みが良い。
てをたたきましょうたんたんたんたんたんたん
あしぶみしましょうたんたんたんたんたんたんたん
3段目から1番「わらいましょう」、2番「おこりましょう」、3番「な
きましょう」となるが、わ～らい、お～こり、な～きと最初の言葉が伸び
ているのと、3拍が「ま」になっている所には、歌詞のニュアンからアク
セントが付かないので、此処には刻みの音が無い方が良い。したがってこ
の小節は全音符にする。又、この全休符の前にブレスを入れたいので、2
段目の最後の小節の4拍目を休符にする。
2小節目と4小節目及び4段目は1番「あっはっは」、2番「うんうん
うん」、3番「えんえんえん」となっている。1番の「あっはっは」は、
395
益子州出男
「っ」を感じ軽く歌いたい。又、2番3番も同じ言葉を繰り返すので、1
拍目に重さを感じ、2拍3拍めは軽く歌いたい。そこで、4拍子のリズム
の強さは「1拍目→強・2拍目→弱・3拍目→中強・4拍目→弱」となる
ので、弱拍の2拍目・4拍目は伴奏の音を入れず休符にし軽さを出す。
最後の「ああ、おもしろい」の「ああ」は、感嘆詞なので「あ・あ」と
切らず、次の小節の「し」までレガートにし、最後の「ろい」は曲の感じ
戻すために四分音符で刻む。
以上のことをまとめ楽譜にすると次のようになる。
前奏の付け方
前奏がない楽譜も多く見られる。其の時は、曲の最後の四小節を前奏に
使用する事が多いが、曲の作りがABA1なら良いのが、AAIBの場合は曲
の出だしに違和感を感じる事もある。
前奏を自分で考えるとなると難しく思われがちだが、その曲のメロ
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移調と伴奏法ディーやリズムを活かし、1・V・1の和音を用いた簡易前奏なら、ピア
ノの初心者でも前奏を考える事が出来る。
実際多くの幼児曲の前奏は1・V・1で出来ている。
（朝の歌、おもいでのアルバム、ありさんのおはなし、大きな栗の木の下
で、すうじのうた、たきび、なみとかいがら、くだもの列車等）
「まつぼっくり」と「はをみがきましょう」を例に前奏を考えてみる。
「まつぼっくり」
出だしのメロディーをモチーフに
き
ころころの感じで
き
「はをみがきましょう」
出だしのメロディーをモチーフに
き
リズムを活かして
き
以上の様に、その曲のメロディーや歌詞のイメージ、リズムの特徴を活
かせば無理なく前奏を作ることが出来る。
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おわりに
今回述べた事は、移調や伴奏を作る上で欠かせない必要な事柄を、初心
者にも分かり易く説明してみた。もちろんまだまだ複雑な事例は沢山あ
る。非和声音しかり、同じ音を使いながら禁則をおかさない和声進行も考
えられる。勉強すればするほど幅が倍増していく。
しかし、伴奏に気を取られ子供たちの様子を見ることが出来ないようで
は、弾くことが出来ても意味がなくなってしまう。自分の実力に合った
伴奏を作ることが大事である。
「当たり前の事が、当たり前の様に出来る。」と言うのは本当に大変な
事である。しかし、保育関係の仕事に就いて居る者が「出来ません。」で
は困りものである。色々と勉強する事が多く、時間も限られると思うが、
情操教育に置いて音楽は必要不可欠なものである。勿論、机の上、ピアノ
の前だけの勉強では良い音楽が作れないのは分かっていると思う。人工的
ではない、自然の音にも耳を傾けることが必要である。
子供たちを導く保育士が「音が苦」になってはいけない。子供たちの前で
生き生きと音楽を語り、子供たちの表情が笑顔で溢れる場を作れる保育士
になって欲しい。
資料図書
幼児教育法シリーズ
音楽リズムー幼児のうた楽譜集小林美実編東京書籍
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